
豊
臣
秀
吉
が
持
久
戦
で
こ
れ
を
落
と
し
た
の
は
、
一
に
か
か
っ
て

輸
送
力
に
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
貴
重
な
二
四
時
間
の
経
験
だ
っ
た
。

青
春
の
記
録
　 

山
口
県
　
井
上
文
夫
　 

昭
和
十
七
年
三
月
、
山
口
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
小
学
校
に

赴
任
、
一
年
足
ら
ず
の
勤
務
で
、
現
役
兵
と
し
て
山
口
の
四
十
二

連
隊
に
入
営
し
た
の
が
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
独
立
歩
兵
第
百
五
大
隊
に
転
属
命
令
が
下
り
、
山
海

関
経
由
で
当
時
の
中
華
民
国
浙
江
省
杭
州
に
着
い
た
の
が
二
月
二

十
一
日
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
本
業
基
本
教
育
を
受
け
な
が
ら
浙

東
地
区
の
警
備
及
び
戦
闘
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
、
甲
種
幹
部
候
補
生
を
命
じ
ら
れ
、
十

九
年
一
月
六
日
、
保
定
幹
部
候
補
生
隊
に
分
遣
の
命
下
り
、
一
月

十
五
日
に
北
支
保
定
の
予
備
士
官
学
校
に
到
着
、
極
寒
の
地
に
お

い
て
大
東
亜
戦
役
の
支
那
方
面
勤
務
に
つ
い
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
一
日
、
教
育
終
了
、
兵
科
見
習
士
官
を

命
じ
ら
れ
、
杭
州
の
原
隊
に
復
帰
し
た
。
こ
の
間
、
私
も
幾
度
か

戦
争
に
参
加
し
負
傷
し
て
野
戦
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

原
隊
に
い
た
同
年
兵
の
幾
人
か
が
戦
死
し
た
こ
と
も
聞
き
、
後
に

続
く
覚
悟
を
新
た
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
間
も
な
く
次
の
よ
う
な
作
戦
命
令
を
受
け
た
。

〔
軍
事
極
秘
〕

歩
六
一
旅
作
命
乙
第
一
〇
六
号

歩
兵
第
六
十
一
旅
団
命
令

十
月
二
十
八
日
　
〇
七
〇
〇

杭

州

一
、
師
団
工
兵
隊
ハ
製
材
班（
移
動
製
材
器
ヲ
附
ス
）
ヲ

編
成
シ
寧
波
ニ
派
遣
ス

二
、
旅
団
ハ
前
項
製
材
班
ノ
杭
州
―
寧
波
間
ノ
輸
送
ヲ
実

施
セ
ン
ト
ス

三
、
井
上
見
習
士
官
ハ
第
一
項
製
材
班
ノ
人
間
器
材
ヲ
十

月
三
十
一
日
杭
州
発
ノ
連
絡
自
動
車
ニ
依
リ
寧
波
ニ

輸
送
ス
ベ
シ

歩
兵
第
六
十
一
旅
団
長
　
西
脇
宗
吉



下
達
法
　
印
刷
交
付

こ
の
命
令
に
従
っ
て
早
速
輸
送
の
た
め
の
計
画
に
入
り
、
輜
重

隊
の
幹
部
と
と
も
に
輸
送
の
所
要
時
間
を
含
め
た
次
の
工
程
表
を

作
成
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
三
十
一
日
、
器
材
を
積
ん
だ
輜
重
車
（
ト
ラ
ッ

ク
）
四
台
と
、
兵
員
五
名
及
び
運
転
兵
八
人
が
私
の
指
揮
下
に
入

り
、
私
の
部
下
一
個
小
隊
は
分
隊
ご
と
に
四
台
の
車
に
乗
り
込
み

人
員
点
呼
も
終
わ
り
出
発
準
備
完
了
。
途
中
特
に
敷
設
地
雷
入
と

敵
襲
に
警
戒
す
る
よ
う
指
示
し
、
計
画
通
り
七
時
五
〇
分
、
車
間

距
離
一
〇
〇
㍍
を
と
り
杭
州
を
出
発
し
た
。

百
官
を
通
過
し
て
約
三
〇
分
た
っ
た
一
七
時
前
、
私
の
直
前
の

第
二
車
両
が
停
止
し
た
。
第
三
両
目
の
運
転
席
に
い
た
私
は
地
雷

の
爆
発
も
な
い
の
に
と
不
審
に
思
い
つ
つ
車
外
に
飛
び
出
し
て
驚

い
た
。
道
路
左
側
の
幅
約
五
㍍
の
ク
リ
ー
ク
に
四
輪
を
上
に
向
け

て
車
が
仰
向
け
に
倒
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

そ
の
時
、
第
二
分
隊
長
が
駆
け
寄
っ
て
第
一
分
隊
の
車
両
の
転

覆
を
報
告
し
た
。
地
雷
敷
設
の
疑
い
が
あ
る
路
面
を
避
け
よ
う
と

し
て
、
雨
上
が
り
の
ゆ
る
ん
だ
路
肩
に
車
輪
を
と
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

直
ち
に
前
後
左
右
に
四
人
の
警
戒
兵
を
立
て
、
全
員
で
救
助
に

当
た
る
よ
う
命
じ
た
。

深
さ
約
一
㍍
の
ク
リ
ー
ク
に
全
員
入
り
、
一
挙
に
車
体
を
横
倒

し
に
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
第
一
分
隊
の
兵
士
は
ず
ぶ
濡
れ
姿
で
這

い
出
し
て
き
た
。
し
か
し
一
人
の
兵
が
な
お
車
体
の
下
に
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
さ
ら
に
全
力
で
押
し
返
し
直
立
の
形
に
車
を
起
こ

し
全
員
無
事
救
出
で
き
た
。

企
図
を
秘
匿
す
る
た
め
に
車
に
シ
ー
ト
を
覆
っ
て
い
た
こ
と
が
、

ク
リ
ー
ク
に
投
げ
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
結
果
に
な
っ
た
の
は
幸
せ

で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
救
出
ま
で
本
当
に
瞬
間
的
出
来
事
で
、
協
力
の

偉
大
さ
に
驚
き
一
安
心
し
た
の
も
束
の
間
、
立
■
兵
の
「
敵
襲
」

の
声
と
と
も
に
チ
ェ
コ
機
関
銃
の
銃
声
が
響
い
て
き
た
。
進
行
方

向
右
側
の
道
路
の
向
う
約
三
〇
〇
㍍
の
小
高
い
丘
か
ら
の
襲
撃
で

あ
る
。

直
ち
に
道
路
を
遮
■
に
散
開
し
応
戦
態
勢
に
入
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
命
令
遂
行
の
た
め
に
は
強
行
突
破
す
べ
き
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
乗
車
も
で
き
な
い
。
至
近
距
離
に
あ
る
五
、
六
十
人
と
思
え
る

敵
に
対
し
、
直
ち
に
第
四
分
隊
の
擲
弾
筒
四
筒
に
、
各
筒
二
発
の



発
射
を
命
じ
た
。
擲
弾
筒
の
威
力
は
す
さ
ま
じ
く
、
死
傷
の
ほ
ど

は
分
か
ら
な
い
が
、
怯
ん
で
散
っ
て
ゆ
く
敵
を
確
認
し
て
、
急
遽

乗
車
出
発
を
命
じ
た
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
の
間
、
歩
■
一
人
が
敵
弾
に
倒

れ
間
も
な
く
息
を
引
き
と
っ
た
。
そ
し
て
第
一
車
両
と
積
載
の
器

材
は
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

興
奮
と
慚
愧
の
念
を
抱
い
て
、
予
定
時
間
を
約
四
〇
分
遅
れ
て

暮
れ
た
寧
波
の
旅
団
本
部
に
到
着
、
駐
屯
部
隊
に
兵
の
休
息
を
依

頼
し
、
私
は
西
脇
旅
団
長
に
報
告
に
赴
い
た
。

「
ご
苦
労
で
あ
っ
た
。
し
か
し
兵
を
失
っ
た
こ
と
は
残
念
」
と

だ
け
言
わ
れ
、
車
や
器
材
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私

の
悲
し
い
一
日
の
任
務
は
終
わ
っ
た
。

戦
争
体
験
記
　 

徳
島
県
　
内
田
善
一
　 

私
は
、
昭
和
十
七
年
七
月
十
日
一
枚
の
召
集
令
状
で
家
族
に
別

れ
を
告
げ
て
歩
兵
部
隊
に
入
営
し
た
。
一
か
月
の
歩
兵
の
教
育
を

受
け
、
八
月
か
ら
衛
生
兵
の
教
育
を
三
か
月
で
終
え
て
、
十
一
月

に
は
中
国
大
陸
へ
渡
っ
た
。
揚
子
江
を
■
り
武
昌
港
に
上
陸
し
、

師
団
本
部
や
野
戦
病
院
の
駐
在
す
る
感
寧
で
外
科
病
棟
に
勤
務
す

る
こ
と
と
な
り
、
戦
地
で
の
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

正
月
を
喜
ぶ
間
も
な
く
空
襲
を
受
け
、
患
者
、
衛
生
兵
、
病
院

勤
務
の
地
元
民
等
二
十
数
人
の
尊
い
生
命
を
失
い
、
そ
の
光
景
を

目
の
あ
た
り
に
見
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
、
自
分
の
身
を
守
る

の
は
自
分
の
み
だ
と
い
う
思
い
を
深
く
し
ま
し
た
。

十
八
年
四
月
、
部
隊
移
動
で
洞
庭
湖
を
渡
り
、
華
容
と
い
う
町

に
野
戦
病
院
を
開
設
。
私
は
そ
こ
か
ら
約
二
〇
㌔
前
線
の
石
首
と

い
う
集
落
に
設
け
ら
れ
た
第
一
線
の
患
者
収
容
所
で
勤
務
す
る
こ

と
と
な
り
、
軍
医
以
下
二
〇
人
く
ら
い
で
前
線
か
ら
運
ば
れ
る
負

傷
兵
の
応
急
処
置
に
あ
た
っ
た
。

負
傷
兵
は
追
撃
砲
弾
を
受
け
て
顔
の
半
面
が
な
い
者
、
片
手
片

足
の
な
い
者
、
腹
部
の
表
皮
が
な
く
内
蔵
が
は
み
出
し
て
い
る
者

等
、
そ
の
残
酷
さ
は
書
き
現
わ
し
よ
う
が
な
い
。
負
傷
兵
が
次
か

ら
次
と
運
ば
れ
て
く
る
の
で
、
衛
生
兵
の
手
が
足
ら
ず
、
不
眠
不

休
で
処
置
し
て
も
一
日
一
回
の
ガ
ー
ゼ
交
換
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
七
月
の
暑
い
最
中
な
の
で
、
傷
口
か
ら
二
㌢
く
ら




